
別　紙

１．調査概要

（１）回答者全体の約４割が何らかの形で学習に取り組んでおり（学習層）、約５割が

　　　学習せずに就労している（仕事層）。

（２）学校層の者の多くは、通信制、定時制に在籍している。

（３）学習層のうち、学校層では１４４名、学習意欲層では１１９名が、同時に仕事を

      しているが、その大半が非正規就労である。

（４）仕事層の大半（４１１名）は、非正規就労である。

（５）学習層の非正規就労とフリーター層を合わせると、回答者全体の約７割が非正規就

　　　労の状態にある。

　　（学校層の非正規就労１４３名＋学習意欲層非正規就労１０７名＋フリーター層の非

　　　正規就労４１１名＝６６１名で回答者全体の６７．０%を占めている。）

（６）仕事も学習もしていない者(いわゆる「ニート」)は全体の６％である。

回答者の特徴

(1)目的
　　都立高校を中途退学した者の意識調査を行い、中途退学の未然防止や退学後の
　支援の検討資料とする。
　　また、進路未決定のまま卒業した者の意識調査も行い、中途退学者との比較検
　討を行うための資料とする。

(2)本調査の特徴
　ア　都として初めて中途退学者本人及び進路未決定卒業者本人に実施した調査
　イ　高校在学時の生活状況や退学（卒業）後の生活や意識を把握

(3)調査方法
　 質問紙法による調査（郵送による）

(4)調査対象者
　ア　都立高校中途退学者(平成22・23年度)
　イ　都立高校進路未決定卒業者(平成23年度)

(5)調査期間　平成２４年７月～１１月

(6)回答状況

　「都立高校中途退学者等追跡調査」　結果の概要について

調査票発送数
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不達数
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回答数
C

回答率
C/（A-B）

ア　都立高校中途退学者 ５，５２６通 ６７４通 ４，８５２通 ９８８通 20.4%

イ　都立高校進路未決定卒業者 １，５４０通 １３６通 １，４０４通 ３２７通 23.3%
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3 家事育児 2 1 1 3 3 10 6 1 0 0 3 1 11
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①学校層２１３名の内訳 ②学習意欲層１６８名の内訳

計

合計合計

(n=988)

２．中途退学者は今、何をしているか（類型化）

①学校層
（教育機関等に
在籍している
者）

②学習意欲層
（資格取得を目
指す又は独学を
している者）

⑤家事・育児層
（家事・育児、
その他に従事し
ている者で、特
に学習していな
い者）

⑥ニート層
（非就労で求職
をせず、特に学
習していない
者）

21.6％ (213名) 17.0％ (168名) 7.7％
 (76名)

41.6％ (411名) 4.9％
 (48名)

6.0％
 (59名)

③正社員層
（正規雇用で就
労し、特に学習
をしていない
者）

④フリーター層
（非正規就労
で、特に学習を
していない者）

Ⅰ．学習層　38.6％
（中退後、何らかの学習をしている者）

Ⅱ．仕事層　49.3％
（中退後、専ら働いている者）

Ⅲ．その他
10.9％

Ⅰ．学習層　31.8％
（卒業後、何らかの学習をしている者）

Ⅱ．仕事層　60.3％
（卒業後、専ら働いている者）

2.4％
(8名)

29.4％ (96名) 3.1％
(10名) 57.2％ (187名)

2.8％
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4.0％
(13名)

Ⅲ．
その他
6.8％

①学校層
（教育機関等に
在籍している者）

②学習意欲層
（資格取得・職業
訓練を受けてい
る者）

⑤家事・育児層
（家事・育児、そ
の他に従事して
いる者で、特に
学習していない
者）

⑥ニート層
（非就労で求職
をせず、特に学
習していない者）

③正社員層
（正規雇用で就
労し、特に学習を
していない者）

④フリーター層
（非正規就労で、
特に学習をして
いない者）

(n=327)
（参考）進路未決定卒業者の現状（類型化）



３．中途退学者各層の分析　概要

（１）中途退学に至る経過や中途退学者の置かれ

　　　ている状況については多様で複雑な面があ

　　　るため、今後、中途退学者本人へのインタ

　　　ビュー調査を行うとともに、有識者を加え

　　　た検討会を立ち上げ課題の明確化を図る。

（２）上記検討会での結果を踏まえ、教育分野に

　　　とどまらず、雇用・労働・福祉等との関連

　　　部門と連携し、中途退学の未然防止と中途

　　　退学者の支援方策の構築を図る。

５．今後の取組の方向

【中途退学者調査の特徴】

（１）｢フリーター層｣「ニート層」等は中学時代の出席状況や成績が悪く、中学からのつまずきがある。

（２）中途退学理由では「遅刻や欠席が多い」「通学が面倒」が見られ、基本的な生活習慣の確立がされていない。

（３）｢学習層」「ニート層」では、「精神的不安定」「友人とうまく関われなかった」が多く、メンタル面での課題がある。

（４）全体的に、中途退学後の支援機関の利用が著しく低く、既存の就労や就学に関するサービスが当事者に届いていない。

【進路未決定卒業者調査との比較】

　中途退学者は、進路未決定卒業者と比べ､（１）精神的な課題を抱えているケースが多い､（２）規則正しい生活習慣の確立

がされていない､（３）中学時代の出席状況がとても良かった(又はまあ良かった)と回答した率が低い､という特徴がある。

４．調査の分析から見えてきた特徴

１）学校層 ２）学習意欲層 ３）正社員層 ４）フリーター層 ５）家事・育児層 ６）ニート層 学習意欲層 フリーター層

21.6%（213名） 17.0%（168名） 7.7%（76名） 41.6%（411名） 4.9%（48名） 6.0%（59名） 29.4%（96名） 　57.2%（187名）

出席状況  （６２％） 出席状況（約５１％） 出席状況（約６２％） 出席状況（約５６％） 出席状況（約５４％） 出席状況（約３１％） 出席状況（約８８％） 出席状況（約７９％）

成　　績（約４４％） 成　　績  （５０％） 成　　績（約３０％） 成　　績　（２７％） 成　　績　（２５％） 成    績（約２４％） 成    績（約５６％） 成    績（約３９％）

部活参加（約５７％） 部活参加（約５１％） 部活参加（約５３％） 部活参加（約４７％） 部活参加（約３８％） 部活参加（約１９％） 部活参加（約６７％） 部活参加（約５４％）

①遅刻や欠席が多い
（約５９％）

①遅刻や欠席が多い
（約６６％）

①通学が面倒
（約６５％）

①遅刻や欠席が多い
（約６９％）

①遅刻や欠席が多い
（約７１％）

①遅刻や欠席が多い
（約５８％）

①通学が面倒
（約３３％）

①通学が面倒
（約４７％）

②通学が面倒
（約５５％）

②精神的不安定
（約５２％）

②遅刻や欠席が多い
（約６３％）

②通学が面倒
（約６２％）

②通学が面倒
（約６０％）

①精神的不安定
（約５８％）

②遅刻や欠席
（約２７％）

②勉強についていけな
かった（約４４％）

③精神的不安定
（約４７％）

③通学が面倒
（約４６％）

③別にやりたいことが
ある（約４９％）

③自分の生活リズムと
学校が合わなかった
（約４１％）

③通学が面倒
（約５３％）

③別にやりたいことが
ある（２４％）

③遅刻や欠席が多い
（約３２％）

④友人とうまく関われ
なかった（約４５％）

④問題のある行動や非
行をしてしまった
（約４５％）

④友人とうまくかかわ
れなかった
（約４７％）

③勉強についていけな
かった（２４%）

④自分の生活リズムと
学校が合わなかった
（約２５％）

⑤自分の生活リズムと
学校が合わなかった
（約４３％）

⑤学校から校則違反を
注意されていた
（約４３％）

⑤学校とは別にやりた
いことがあった
（約２１％）

①特に利用なし
（約６５％）

①特に利用なし
（約５５％）

①特に利用なし
（約７２％）

①特に利用なし
（約７１％）

①特に利用なし
（約６９％）

①特に利用なし
（約６６％）

①特に利用なし
（約４６％）

①特に利用なし
（約６５％）

②退学した学校
（約１３％）

②病院や精神保健C
（約１６％）

②ハローワーク
（約２６％）

②ハローワーク
（約１６％）

②ハローワーク
（約２１％）

②病院や精神保健C
（約２０％）

②ハローワーク
（約４５％）

②ハローワーク
（３１％）

③病院や精神保健C
（約１２％）

②ハローワーク
（約１６％）

③職業訓練センター
（約５％）

③病院や精神保健C
（約５％）

③病院や精神保健C
（約６％）

③カウンセラーや相談
機関（約１２％）

③卒業した学校
（約１６％）

③卒業した学校
（約１４％）

進路未決定卒業者

高校在籍時の
状況

（回答率２０％
以上）

若者支援機関の
活用状況

中学時代
（良かった、
と回答した者

の割合）

Ⅲ その他層 １０．９％（107名）Ⅰ 学習層３８．６％（381名） Ⅱ 仕事層４９．３％（487名）

若者支援機関の
活用状況

中途退学
理由

（回答率４０％
以上)

中学時代
（良かった、
と回答した
者の割合）


